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に つ い て も林業試験揚内 に て 、 シ ロ モ ヂを多 く害 するを兄た りo シ ロ モ ヂは

嗣 じく1章科の 植物な りo 而 して 同所に 於て は他 の ク ス 科植物 を 食せ る もの を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 壷

未だ見すo （矢野 宗幹）

砒酸鉛及 砒素中毒 に就 て （一 ・）

農學 士 尾 上 哲 之 助

　 砒 素化合物が殺蝨劑 ミ して應 胴せ らる L に 至 りしは可成古 き事 に τ 、
バ リ

ス グ リ
ー

ン は米國にて 1860 年頃已に仗用せ られ 、 西 歐にて 最初 に砒 素劑を

用 ひ しは英國に して 、 1890 年 ORS 【ERQD 嬢に よ り推奨 された りo 其極類の 如

き も最初 はバ リ ス グ リー ン
、

ロ ン ド ン バ ー グ ル
、 亞砒酸曹逹iの 如 きもの なり

しも 、 1802 年 MassachusetOs の F ．　G，）［ouL ’
rox 砒 駿鉛 の殺蟲的效力を發見

　し 、 翌 年是 が推奨を なせ しよ り、年 々 非常な る墫加寧を 以て使用せ らる L ’i

共 に 、 其製造法 も著 し く逕 歩 した りo 同i1孝に 種 々 の 砒酸鉛類の效力を試 む る

者 ある に至 り 、
1907 年頃 よ り砒 酸石灰 も使用せ らる L に至れ りo 今 日主 ε

して 用ひ らる L 砒 酸鹽類は 、 砒 酸鉛 及砒酸石灰なれ共 、 後 誉は藥害の點 よ り

本邦に て は未だ使屠せ られ す o

　 砒 酸鉛 の化學 式は PbHAsOt に して 、 砒酸 （H
’
，
　AsO の の 水 素二 原子を

鉛
一

原 子 を以て 置換 された る組成を有 する酸性砒酸鉛 に して 、 普邇
一

般に は

「酸性 」 を略 し躍に蕋比酸鉛 ε呼ば る o

　 元來砒素 は組織 細胞 に對 して 榮養刺戟を與 へ
、 生 物體の物質代謝 に著 しき

變調を卒さ しめ 、 其榮養刺戟徑 微なる時 は同 1ヒ作用 を盛ん な らしめ 、 其刺戟

．強 き哮は異化作用を起 す もの な りoEP 前者の程度に於 て藥治的sXV？．を有 し 、

其程度を越 ゆる に於て は 中纛現象を現す もの な IP　6 此等 の使 用を起 す1 なる，

化合物は 、 亞砒酸 （H 弖AsOD 、無水亞砒酸 （As 」
　Os ）帥砒石 、砒酸 （H3 　1kSOI ）、

無 水砒酸 （As 」　Oj ）及 之等 の鹽 類に して 、 其特異作用 は此等の物の解離に よ
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りて生 する 「イ オ ン
」 に よ りて起 る もの な りo 然れ共 其 「 イオ ン

」 の 形が県

しτ As’t ’
及び As

’°”
なる陽「 イ オ ン ー1なる か 、 丑 は （AsOs ）

’”

及 び （AsQ ↓ ）
ttf

なる陰 「イ オ ン
」 な るか 明 か な らざれ さ も、此 等兩者を上ヒ較 するに 、 GへsOD

”’

なる 「 イ オ ン J を有 する亜砒酸形 の ものは るか に張 き作用 を イ
．rし 、 五 贋化 合 ・

物 な る砒酸形の （AsO の
”’

なる もの は 、 罷内 に て 三 價偉合物 な る弓巨砒酸形の

（AsO ：s ）
” ’

に還元せ られ て 、初 め て 共特 異作用 を現す もの の如 しo 斯 の如 く

砒素は其量少き時 は 、 藥 1台的效力を有 する も 、 其量多 き時又 は永 く連續服用

をなす時は 、 所言胃砒素中轟 を起 すに至 るo

”

ロ本藥局法 に て は 亞砒酸の極 量を 下 の 如 く規 定 せ りo 印一囘の 極 量o

O．005grm ，一日 の極 量、
　 O、015grm ．な りo 此極量の 範圏 内 に 於て砒 石の 極

』

少量 O．OO1− O．005 　grm ．を 、 厦 々 反覆 して 服用 する 時 は 、榮養刺戟を與 へ
、

伺化 作用を盛に し、窒素の體 内に 於け る滯留を多 くし 、榮養佳良，の外觀を 呈 す

る に至 るo 然れ共斯の如 き少量を用ふ る揚合に も 、 髏質に よ り又は逹續服用

に よ り、 應 々 中毒を起す事 あり。 砒 棄中毒に は急性ミ慢性 ε あ りo 急性中櫞

は砒 素の 多量廓 ち砒石 0．05grln・ 以上を
一

時 に服用 す る時に起 ろ も0）に して

其形態 二 つ 齣 。
一

は辮 形態に して ・ 血管嚇 聯 張 を來 し s 一
心購 1轄

急 激 に起 り、
1− 2 時間 内 に 死 亡す。 他は 胃腸形態 に し て 、一

定 時 冑腸 の炎

症 を來 し、 其症牀は頑固 なる嘔吐 、 粥汁駄の下鰤 、 劇甚 な る渇 感 、 無聲 、 眼

窩陷浸 、 無尿等に して 、 亞細亞 コ レ ラ の症状 ε 類似 せ る も、 下痢に先 立 ちて

嘔吐を來 し、 咽喉柧撥の 感 、 竝 び に腹痛を伴ふ に よ b區別せ らる o 斯 くして

牟 日乃至一兩 日内に死亡 す。　　　　　　　　　　 ・　　　　　　 ．　 ．

　急性 中毒を起す砒棄の最少韋印最 少致 死量は 、 今 日未 だ贇測せ られた る
・も

の な く、 ヌ．砒素化合物 の組成及化 合妝態に よ り異れミ も、 砒石 に於 て は
一
般

に 0．Ol− ．12grm ．以上 な らん ε見做 さる。

　慢性中春は 、 砒素の少量を永 く特績 して服用す う揚合に 起 る もの に して 、

其徴候 は 、 周腸 、 咽喉等の カ タ ル を起 しs 示lj經 系に於 て は知覺麻痺を來すo

蓮動 利鰻 痳痺 も重症者には現る る も 、 鉛中毒ε は 反對 に 、 知覺痳痺を圭 こ し
・

迩動痳痺を副
hS すo 其他諸種の臘器 に脂肪變性を來 し、

・
皮膚は惡液性色澤 S ・
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な りo 發疹 、 毛髪及爪 の 脱落を認 むo 斯 くして 貧血 しN 衰弱を來 し 、 逾 に死

に 至 るo

　砒 素は 斯 く中襟を起 さ しむ る點 に 於 て 最 も恐 る べ き轟物 なる が
、

Al　EI迄此

素 中淋に よ b不 慮の 死 を招 き レ例 數多 しE い へ 8 も、 其最 も激烈 に して悲慘

な り しは英 國及米國に起 れ る事 變な りo 帥 一は英國に 於て ビー
ル 飲 用 の爲多

數の入 々 を死 に至 らしめ 、 他 は米國 に於て 夥 しき家畜を變死 せ しめ た り0

　 1900 年英國 lrftnc1］ester 及 L｛vevpool 附近に於 て 、突然砒素中毒患者多

數 に發見 され 、 同年巾に約 六千人 に及び 、 遲 に 七十 人の犠牲者を出すに至 れ

りo 典等多 數の 罹病滑は 、 皆 ピ ール 飲 用者に して 、 そ の飲用に よ り中⇒蜘を來
’

せ る もの こ認 め られ 、 同 年末英國帝 室委自會に 於て 是が調査を開始 す夸ε同

11寺に ． Manohe さtcr の ビ 〒 ル 釀 造業 者に 於 て も 委員會を組 織 し、 調査を行 ひ

其對 策を考究せ りo 之等 の 調査實驗 の結果 、
ビー

ル 中に多量の砒素混 入 しあ

り爲め に 中祿を起 せ し事確 め られた りo 當時の ビ ー
ル 」トに含イ1

’
せ られ た る砒

素の 量を示 せ ば下 φ如 し0

　 1900 年十
一

月よ り 1901 年二 月に 亙 り 1，［anchester 附近 にて 集め た る ビ

ール 試 料 ユ 60 中 、 S4 個 は 砒素皆無な りしが 、 是等 は 圭 ご しτ 問題發 生後醸

造 せ られた る もの な りしo 殘
’
り 76 個 中に は 、 ビ7 ル

ー
ガ ロ ン 中砒素 1／10

91
・
aill − 1／60　graln 含有せ りo 之を As2　O ，t に換算すれ ば 1 リーター中 、 1．S92

− 0．047m ．　gr111を含有 す01902 年 Haliftxxに再 び中毒患者發生 し、 三 人の

死 者を 出 した る1「龍 試 驗 した る もの に は 、 ピー
ル イ ガ ロ ン 中砒素 ユ／40grain

・

T エ／60grai【1 含有 せ りo 帥 ち As 」 03 に換算 す れ ば イ リーター中 0．941−

0．628m ．grm ，な りo 斯 く ビー
ル 中、に砒素を舎有するに至 りし主 なる原因は 、

Brewi 【lg 　sugar を用ひた る 爲 ε 、
malti 製造 中に砒素含有量多 き gas　coke を

使用 せ し矯な り01900 年九月 よ り十 一月に 亙 り集め た る Bret｝ing　Sug 就 に

は砒素 0．027Cre− O．075％，自亅AS 、・
　OS一に 換算 して 1k ．　grm ．中 812

、 8− 19SO、O

m ．grln．の 多量の 砒棄を含有 し、 此等の砒素 は Brewing　Sllgar 製造 1：際 し、

砒素含有量多 き硫酸を使用 せ しに 因 る もの なり。 又 ］
’
［alt 中に は 、

一
封度中

砒 素 1／39grain−−1／30P　grah1 含有せ り 、 ep　As2　o．｝ に換算せ ば 1k ．grm ．中

畦
ビレ’
匡

ピ
n

臼
膨憎
“
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a，86− O
、
63m ，91

・
m ，を念む o 斯 く多量 の 砒 素を 含有せ る原 料に牢り製造 した

る ピ＿ル に よ ll　x 中青 を起せ しは常然に して 、 愛飮氛 こ そ甚 大なる不幸に池

遇 せ しわ 腕 り。 鵠 勤 磐け る輔 症 抛 詮 く7
’
・・ 歯 ・ ・構 の症 脚 よ

く類 似 しナニりしよ り考ふ るに 、 問題發生 前に 砒 素ql希疑に て倒 れた る者 も、 酒

縞中青 ε して槻過 せ られ しもの數 ある べ く 、 從 つ て 此等災害に 遭遇せ し人數

は記録 より遥か に多數なるべ しo 斯 の 如 き事倩明か に な り し爲 め ・ 醸造業者

は共製造 法を變更 し 、 嚴密な る監督を行 ひ し結果 ・ 全 く砒 素を 含布せ ざる製

品 を 出すこ ご を得大 い に左黨を喜ば しめた りo
一方帝室委 員會 に 於 て は ・

一

般 食物 5 なるべ き物に 對 し下 の如 き最筒砒素含有量を規定 すべ き事を主張 せ

りo
一封度 【二1コ 砒素 1／100 　graiti及 び

一ガ ロ ン Ll：コ砒 素 ユ／100　gr証 n ．印 As 三 〇1｛

に 換算せ ば lk ，　gm ユ，中 1．7壬o　m ．gvm ．及び 1 リータ ー中   ．189　m ．grm ．

米國に於 け る悪 騨 は ・9Q2 年 齣 1go3 年 に亙 9　 Allec・ n ［la　 ll随 に突

發 せ る もの に して 、 銅 鑛製錬所よ り飛散せ る亞砒酸 、 牧草 に附著 し、 爲 め
’
に

衫しき家畜砒素 中毒 に罹 り 、 數百頭の 牛 、 馬 、 羊等散を亂 して概は り・ 悽慘

．を極 めた りo 之 等牧草の 分析結果に よれば 、
1902 年 には

’
ユk．gnn ．　rli

　As2　03

1551
、
O− 88

、
0　tn ，grm 、19C】3 年 に は 1k ．　grm ．中 As ，

・　Os の 夥 しき亜砒酸附著

せ りo

　此 等二 つ の事實に よ り 、 砒 素中 轟の恐 るべ きこ む 且 夂不注意の 爲め災窖

の突發する事の あ り得べ き事を明確に知 り得 る ε 共 に 、 今 日殺蟲劑 s 、して 砒

素化合物を使用するに際 し 、 先づ最初に 考慮せ ざるべ か らざる問題 は 、 砒 素

劑を食糧 ε なる べ き果 賓 、 蔬英等に 撒布し 、 その收穫 後まで 砒素が殘 留阻著

し、爲めに人饂に 對 し有…酬乍用を呈 す る事な き力丶 帥砒素劑 の撒布は衞生 上

よ り許 さ るべ きか 、 將亦禁 止せ ざるべ か らざるかの 問題に して、

・
今 日明か に

’
せざるべ か らざる緊急問題な りo

　 砒 素劑 の使用 に よ り人體に害を及 ぼす事 なきや の 問題は 、 1860年 バ リ ス グ

　リ ； ン の使用 され始めた る後間もな く起 りしもの に して 、 今 日 に至 る まで多

くの 人 々 に よ り研 究調査せ られた りo

　 最初に此問題 に手を染 めた るは KEDzlE に して 、 1B72 年 及・IS7ro一年 に稚、

L
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告 し1建簾 上殆 さ害な しミ 結 論せ りo

　 ユS7う 年 丁．N［¢ Murvrtit1Eは パ リ ス グ リー ン を撒布せ る ボ テ d ト ［11に は 全 々 砒

素を含有せ ざる事を證明 せ り0

　10DEM ：，L ：
−N に 依れば 、

ロ ン ド ン パ ー プ ル が殺 蟲劑 こ して患用 せ られた るは

1877 年 に して 、ISSO 年に COOK は 、 是 を撒布せ る 林臨巾に 、 少 しの砒素を

も見出 し得 ざりし も、 撒布後十 ［ヨ乃至 二 十 日間降雨に あは ざる樣擾 を施 した

る躰監禽中 に は 、 砒 素殘 留せ る事を發見せ りo 從 て果樹に 對 しバ リ ス グ リ ー
ン

及 ロ ン ド ン バ ー プル を使 用する には 、 收慶前四 乃至五迥間に撒布を 中止せ ば

安 全な りミ云 へ り0

　1SSS 年 WHEELER は 、 降雨少 き Califoruiaに於
−
匸 も、 葡萄櫛 こ對 しパ ゾ

ス グ リー ン を繖布 する も危險 なき事を報告 し、 叉 RTSI）−G は 、 普通 一
般の濃

度の 十倍 の濃 さの バ リ ス グ リー ン 液を撒布せ る葡萄 中に は 、 僅 に痕跡の砒素

を見 出せ しも 、 然 も其葡萄 よ り醸造せ られた る葡萄 酒中 に は 、 少 しの 砒 素 を・

も含有 せ ざ り し事を示 せ りg

　ls91 年英國 の 一雜誌 に 、
ア メ リ カ に 於 て 砒素劑 を使用 する 爲 め林檎中に ．

　砒 素殘留せ るを以て 、 ア メ リ カ産の 林檎使用に對 する反 對意見 を掲載せ し

事 あ りた る も匸MAYNARD
，
　MUNSON 及 Fr．ETcHEr ． 等 1よ、 この意見に は何等確

定的根柢 な く 、 單に 杷憂 に 過 ぎす して 、然 も
一
般的輿論 な らざ る事を明 に せ

りo

　KEDZIF
，
一は、1892 年 よ り ユ89自年 に亙 り 、

ロ ン ド ン バ ー プ
』
ル を撒布せ る

莓 ． ラ ス ペ リ
。一、グー

ス 詑 リ
ー

、 梨等九種の果寳蔬菓中に 、 殘留せ る砒素の

定量を行 へ り05 （・　1893 年 に DAVIs は バ リ ス グ リー ン を撒布せ る セ ロ リ；

を分析 し 、

・砒素 を定量せ り、 其の結果を見 るに 、

一
囘撒布の 揚合 、 セ ロ リ ー

1k ．grm ．中に 、
ASI 　033 、485 　ln．　grm ．二 囘撒布の蝪合 、 セ ロ リー ik．　gnu 一

中に As20z 　 5257 皿 ，　grm を含有せ りo 　　 ・　 …

　1894 年 （｝．tR コ1△ N は ロ ン ド ン バ ； プ丿y 及 バ リ ス グ リー
ン を撒布せ る林檎を

分析 し果皮 、 果 心 、 及某肉等に 全然砒素を含有せ ざる 事 を 公 にせりo 次 で

IS95 年煙草に パ リ ス グ リー ン を撒布 し 、 牧穫後 、 其分析を PETER に依頼 し

ー噛
睚
控

望
崔
−」
ド

羹
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て 砒素の定景を行 は しめた りo そ の 結果次の如 しo

’

… t 布 … 　 1− ・ 1・ ・爵1・ ・ i・ 1・・　1・ ・ i・ ・ i・ 囘 1…

　 As ・Ol： m ．9・m ，

｝
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 痕 跡　 　　 　 　 　 　　 　 痕跡　　（．囗 く・9rm ．中 ，

　　　　　　　　　 1
2・° 1°・° 3掴

叩
駄゜ 93・°

アs
’
vE／r：　（よ、バ リ ス ゲ リ ー ン の 女nき亞砒酸鹽類の使用に對 す る衞 生 上よ りの可

否 は ・ 今 爾議論 あれ 共 、 以上の數 に より示 さ る る 如 く・耳囘乃至六剛：散布に

よ る もo）の 如き徴量o）砒 素は 、 何等影響を及ぽ さざる事は手tfli則に難 か らす 、

面 ヌ．一日中の喫煙量中に含有せ らる る砒素の 量 （例 へ 一日分を一度 に喫煙 な

す も）は 何等有轟1乍用を 呈 せ ざるを斷言 する に憚 らす ξ結論 せ O．o

　備 1901 年 G ．、R ．1【Al ’カx、キ ヤ ベ ツ ｝二塁辻しバ リ ス グ リー ン
、 ｛比素鉛等を昇毀布

・
せ しもの に就 き 、 PIMTE］1 是が分柝を行 ひた りo

撤 π 囘 數 i二 酬 四 ・　 F・1

棄
剛

諾 纖 ：：謙淵篇罪
冲 ｝

轡    ξ｝1：：1：蠶 1繍剛

4．05

．18G

．07

．73

4．06

、ll83

．05

．4S

而 して止ヒ等 キ ヤ ベ ツ 中に存 在せ る砒素の量は 、 正確 に定量 な し得 ざる程微量

に して 、恐 らく此等の數字 も窗際 よ りは過 多をこな り居 る な らん ε 附言せ りo

次 で 1902 年及 19 〔〕3 年 に も同隈 の 試驗を行 ひ 、 い つ れ も砒素   痕跡を認め

た るか又 は皆無 な り し事 を示 せ りo

　此 等の 試驗に よ り CIAR・x［A コ は キ ヤ ベ ツ に對 し砒 素の殘 留せ ざる樣 撒布な

し得 る事を 示 せ る も、．同卩荊 二使用法 に當を得 ざる もの あ りし爲 め 力丶 1903 年

市販の キ ヤ ペ ツ に よ り中毒患者發生 せ し事實あ り。 即少女 二 人 ξ男子 一人 パ

リス グ リー ン を撒布せ られ た る キ ヤ ベ ツ の 攝取 よ り發病せ りo 男子の楊合に

は 、 幸 ひ殘 りの キ ヤ ft
・
ツ あ b し散 、　PETER 其分析を行 ひ し も、 砒素の存在 を

認 むる能は ざりきo故 に果 して 此等の 人効 ！砒素中毒 なるか 否か に就て は 、多

少疑問なき能はすε雖 も、 若 し事實砒 素中毒 なり しεせ ば 、 不 幸に しヤ部分
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的 に砒素の多 く附著せ る部分を食 しるナこ もの ε，闘 llすべ く、從 つ て此 ；晋；砒素

劑 の撒布に は充分の 注意を拂は ぎる べ か らす ε GEkMAx は結論 せ d，o ．

　19吋 年 〔｝
’elJ；BS 及 ，T．prEs は 、 352 種の 葡萄酒を分 忻 した る｛： 、 内 292 種

は 砒素全然存在せ す 、 殘部に は下 の 如 く其存孑ilを認 めた りo 皀11ち 58種は As

リュ峯助i− 1／8000000grm ，　，（1．k．9rln．中 A 肖 0 ：： は痕顕‘一  ．165　m ．grm ．）　コ　種

は ム．s ユ／5000eOO− 1／2500000 ，　grl皇1．（1，　k．　gim．中 A　s，
，0、・ 』 2G4 − O．528）な

りo 夊 C，S．．Lsh は 200種 の葡萄酒を分析せ しに 最 も多 く砒 素を含右 せ しは

ユ／6000000 ，
1／8000000 、 及 1／14000000（印 1．k、　gL・lu ，中 Ast　O．1、O、92，

　O．1〔i5
，

O．eD3．）の 三種な りきe

　此 等葡萄酒 中の砒 素は 、

一は砒素劑 の 撒布に よ り、他 は砒 素を念有せ る硫 ．

黄 に て器具の 燻蒸を行ふ に よ る もの なれ共 、以上 の葡萄酒 中 の砒素は果 して 　
一

其い つれ よ り來れ る もの なる か 明か な らす0

　 1906 　年　ROSER 　M ムREs 　Ptよ、　s匹ζ穫
・一一一

ケ 月荷1n二　l　Copper−arsenical 　nuixtur 〔｝　を

撒 布 せ る葡萄 より製せ る葡為、i酒中に 、 少 しの砒 素を も見 出 し得 ざりしを以

『
て 、 ア ル ゼ リ ア に 於 け る葡萄園 に封 し其使用を奬勵せ りo 然 るに 同年 V ：1，N

D 聡 E［EmE に よ り、砒 素鉛 を撒布せ る葡萄 の各部及 それ よ り製せ る葡萄酒

に就 き分析 した る結果次 の如 しo

葡

葡

幹

葉

葡　萄

同

Mus 』．

Jall　 wi1 ユe

Spr量n 呂 win 色

We むlees

Dty　lees．

　 　 　 1「｝【）　grm ．啀「 A．s・
’
m ・gr正皿 ・

萄　　（．房り　　　　　　　　　　　　　　0．3

萄　（倣）　　　　　　　　　 0．2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7．1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 16．0

皮　　　　　　　　　　 0・7

上 　　　　　　　　　　　　0，6
’

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o．3

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3．0

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 12．9

・ISL｝O ；m ．　grm ．

　 　 0．393

　 　 〔」．26壬

　　 9．372
　 2L120

　 　 0、9Ll

　 　 o．792

　 　 0β96

　 　 0．26尋

　 　 Oユ32

　 　 3．960

　 　 17．028

斯 くの如 く砒素劑 の 使用 に よ り 、 葡萄中に砒素含有せ らるるを以て獨逸帝國

衞 生 委員會は 、 ．葡萄 に對 する砒 素劑の使用 に 反對せ りo

韓
ド

U
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1〕1．

　　1907 年 Sz、い ［E エTA 丗 は 、 ボ ル ドー液に 、 夫 々 バ リ ス グ リー
ン

、 較匕酸鉛 、“比

　酸銅叉は砒酸を混合せ る液 を撒 布 し、 叉 は亞砒酸銅 ξ石膏 εの混 合物 を撒粉

　せ し葡萄を分忻爲 した るに 、 其大部分は唯僅に痕跡の砒素を舎有せ る の み な

　 ⇔きo

　　 葡 　 萄 　 1。D　9じm ・中
』

’Ls・n ・ gun ・0・3 　 As ・・0 ・ m ．grm ．0．39t−；
　　 Mus ヒ　　　　 100　c、c．　 ilt　　　

．
・・　　　 0．3　　　　　 ，，　　　　 O．39”1

　　 葡 萄 酒 　 100・c．e． 1【1 　 　 　 　 痕め』1

　　術三 八種の獨逸製葡萄酒を調 べ た る に 、 二 四 は僅少の砒 素を含有 し、 其内

　最 も多 き もの は IOO　c ．c．中 貳s．0．05　m ．　grm ．（廓 As ，
］OIL，0．066　m ，　grm ，）な

　り し事を示せ りo

　　フ ラ ン ス に於て は 、 1846 年害蟲脳除に砒 素劑 の 使用を禁 じあるに も不 拘 、

葡萄謇蟲驅除に 對 し砒素化合物 の使用 、 多少一般的 に なれる爲 め 、 其使用に よ

　り葡萄酒中に砒 素混 入せ られ危險を醺iす事 なきや の疑問起る に至 の 、 1907 年

距 1γr1N 　S蝋 S 及 Ros は 、第 一に 此問題 に就 き調査を行 ひ其結果 を發表せ り6

　皀11ち收穫i前一
ク 月に砒酸曹邏 を撒布せ る もの に て 、 不 熟葡萄 141grm ．

’
t・卜、

As・　in ・　g・in・0・OOI 黼 苛酒 1000　G．G．・1・　
．
　 As．　lnL　gi

’
tn ．0．001− Q．e4・O を含有せ

　りo

　　尚兎及蝸牛は 、 撒布 されたる葉を食 し、爲 めに 中毒を起 し得 る もの の 如 く、

然 か も蝸牛の如きは 、 可成に多量の 砒素に對
’
しτ も抵抗性を 有 す る に も不

』
拘 、中毒 を起 し得 る を以て 、 人 に於て も撒布期中に葡萄 を食用 に供するは危

險 の 恐なきに あ らざるを以τ謹む べ きな り・ 殊に 釧 繕 樹 る舳 謡 楓
假 令砒酸鉛の 使用危險 なり εの充分 な證明な しξ雖 も 、

『
殺 蟲劑 こ して

』
の 砒素

化 合物は 、鉛以外の 化合物を適當せ る もの ミ考 ふ o 徇砒素劑使用に よ る危瞼

は 這主 ε して 不注意に よ りて誘致 せ られ るを以て 〜 遖 當なる取締 の設け
’
ら る

る に於て は 、何等の懸念なか るべ しε述 べ た   o 事實 1846年の布告は 、有效
．

な る もの に あ らざり しを以て 、

一定の取締の もミ に砒 素化 合物を取扱オ 、べ き

事必 要なる如 く見 えた りo

雌 んで
聯

N
韃 即

゜

曝 ・ ユr°8 年 に ・
　 ‘lt素醗 飾 せ 硝郷

り醸造せ られたる葡萄酒中に 、 砒素の微 なる痕跡を認め得た るのみ な りしを
「

　　　　　　　　　　、

、
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以て 、 撒和 も早期に 於 て 中止す る 時 は 、 砒 素劑使用 によ る危險は 實際上 には

全 々 な き もの 溜 め得 るが故に 、　Bn花後の 撒儒 紕 せ ら れ 綢 ；を糴 せ

Oo190D

年 丁。、瓢 。 は 、 砒i9、tlifoliiの鯰 は甚大 な る を以て ・ 釧1國に 於 て 樋

當 なる取締 を設け其使 用を許可すべ きな りε論 ぜ りo 然 る に C・tZEN ］・vx・E は 、，

砒 素劑 の 使用は人獺保斷 箭生上の rtJ・k しき購 な り 渚 へ 184G 年の 齢

の黼 な 碓 施腰 望せ り。
・909 年 M ・・・… t・M は ・ 配 の

≧

轟聯 灘 き・
一
「

の如 き意 見を發表せ り。 麿卩砒 素劑を撒布せ る葡御よ り醸造せ られた る葡萄酒 1

．

中の砒素 の 量は 、殆 瑠 め難き程度の もの に して ・ 其
一
トリーター中1こ鮪 せ

らる る 砒 素の總 量に て も・ 餅
一 ・ ・冰 q一齣 量に 、6 ・u らざるを以て ・ 斯

の 如 き もの よ りの危瞼は 、 全 々 度外視せ らるべ きが如 ぐ、 寧 ろ砒素中毒の危

險は 、 砒素醗 瞰 ふ 職 工 1こ於 て 、 よ駄 な る もOPな り。 R ・・ の 縫 せ しも

の に よれ ば 、 職 工の 口邊 の室 氣中及 ロ 邊の洗滌中 には ． 砒棄の 存在僅 少なれ

共 、 顔面 の 洗滌水 中に は As．　O．05− O．25　m ．　grm ．1 手の 洗滌 中に は
，
0．70−

・．・・ m ，9… 纏 せ り・ 從 つ て鱇 劑黼 に よ る孅 よ e
？も・ 斯 卿 き齢 ．

に於 け る危險は る か に 多 き もの ε、黙 る。
一般 に砒素劑 に よ砂 乏割 ま ・ 不 注

意 の た め に取逹 へ る事等 によ り起 る蝪合多 きを以て 、此等砒素劑 に見易き蓍

酬 等を配合 し ・ 他伽 嫗 別を明に なす事励 郵 す 滋 べ た り・ ．

3c・… i・H ・ 及 卿 珊 は ・ 砒酸卸嬲 の 砒素醐 嬾 は・ 適 當 な る取締

の下 にの み許可せ らる べ きを主張せ りo

　 斯 く して 1909 年に 、 醫學士院は 、 委員を任命 し此 問題に對 して考究せ る

銚 脚 蔦、即
砒黍齊聴 用襟 止せ る先の澱 儼 密騨 騨

告 する晤 り 僞 め 、 此 の 問鄲 非常な備 論礁 黙 な り・ 継 絣 L

騨
す るに 至れ Oo

　　葡 年 wi 、ss は 溜 學 ：k・Yiの委員の論 には岬 題 ・鰌 る腰 なる根柢・
，

な喜事嶽あ・、 魁 あ充分な ・研究 を必要・す ・旨要求頃 ・棚 酔

て麟 ・鱒 嚇 騨
告せ 臓 く して齢 鞭 卩脚 年に 耀

諭 下行鱗
・騨

・聯 吉界鞭
れ ・ 災害を櫛 こ騨 る即 ’

・

イ

嚇
匡

匡
P

聿
肛
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馬
o
「3

　　　　に 、 砒素劑 の侠用 に 對 して は徽絡 なる取締を施行 し ・ 而 して 砒酸鉛 は 至 々 排

　　　　斥 す殴 き事を結論せり。 此 闘議論は盒 々 喧 しく 、

’
19n 年 國 務 次 官 ］　［，LLVY

　　　　は 、 内務大1撫 こ於 て行 ひた る調査に は 、

．
砒 素劑 を取扱 ふ 勞働者等 に 對 する

’
砒

　　　　素 中毒等の有無及 之 に 廱1する事故専は全 く不問に 附 し ・ 輩 に砒 素劑の使 用を

　　
’
　 禁 止せ 4 ミ するは 、 葡萄 栽培者及 商入に非奮な る迷惑を蒙 らしむる もの な り

　　　　
’S の意見を發表せ り0

　　　　　19工2 年 工10眠 は 、 萠 年葡萄 に對 し種々 の 贊驗 を行 ひ ・

’
乾燥地に 於 け る葡

　　　　萄に 於て さ へ も、 砒素の痕跡を見出せ るのみに して 、 從 つ て 砒 酸鉛 は 何 等の

　　　　危險を も｛幅 事な く樋 當にet　m 　9れ得 る凝 立證せ り。Pt同年 Ilarcll・1 は ・

　　　　 砒酸鉛の使用禁止意 見に強硬 な
『
る反駁を試み 、 他 の砒 素劑 に 比 し遙 か に優秀

　　　　 な る殺蟲劑な る事を力詮せ りo 　　　
』．
　　　　　　　　　　　　

’
．

　　　　　 1913r 。mce　d・… 1・e・eig ・・g・・ment ・嘉9 ・i・・1・s　・le　niini ・ste・・ d・ 「・9 ・i・ ulture

　　　　 よ り報告 せ る處 に よれば 、 砒素劑 の僅用．に際 して は危險を件 ふ 事あるは認 め

　　　　 らるる も 、 此等の問魑に關 し考究せ し委 員等は 、
・此 等有毒物 特 に砒酸鉛の 遖

　　
へ

　 當 なる使 用を も、 苛嚴に禁止せ ん i すろ揚合 は 、 佛國當業 者 に對 し非常な る

　　　　 災害を蒙 らしむ る もの な り ε の意見を表 しiAl日まで 砒酸鉛 に よ り 、 不群事

　　　　 を招 き し
一の 記 録 さへ な く、 砒素中毒の災害は 、 全部 亞砒酸及可溶性砒 素劑

　　　　 の み に よ り誘致 せ られた る もの な り N ε述・ぐ
、 徇 1911 年中砒酸鉛を撒布せ

　　　　 る 葡萄 に就き、各 種の化 學分析を行ひ しも、夏に 砒素の存在を認め得 ざり
・し

　　　　 を以て 、 適當の 注意 ミ 取締の 蘇三に於 ℃め使用 は 、殆 ミ危險皆無 ε な し得 i
．匸

　　　　結論ゼ リ。 同年 ア ル ぜ リ ア め蠶物 に關す る委 員は 、 此問題に關∫し種 々 の意見

　　　　 を醫學士院に交イ†せ りo

　　　　　 斯 くし
vC

　191 き年 内務大 臣 は」 846
−
年の法沓 に對 し、 農業上に 不溶解性

　　　　砒 素劑の使用許可 の條項 を加 ふ る修正案を醫學士院に附議 し議論の 結果 、 精

　　　　 細 なる取締の もεに農業上砒 素劑の 使用を許可 す る條項は醫學士 院に よ り 、

　　　　 其使用に 對 する農相 よ りの 注意事項 は 、 砒酸鉛の み を除 き 、 他 の 總て の砒素

　　　　劑 に對 し礎 用せ 筋 噛 齣 濁 警告附にて癬 せ られ ・ ヌ可讎 弊 齊11

　　　　の版齦 鯉 轢 貫 る條鄭 ・

．
“

舜卿 ・ed
”

郡 れ坊 御 み其黷 を

t
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許可 す る懐修正せ られ た りo

　欺 くしτ 、 農業上 不溶解性砒 素劑の使用を許可 する櫛國法令 、 及 此等砒素

劑 の販賣及侠用 に關 する農1：1Sの 訓 合｛よ 、 191G 年 9 月 15　 H 附を以て 發布せ

られた りo 非 の要項 次の如 しo

　農業上不溶解，性砒素揖IIの
’
み非販賣を許可 し 、 著色劑或は 臭氣劑 を配合 する

時 は 使用 を許可 すo 之 に 對 して は ］／
iyvidin

，
　Cvurle　plu・nol ， ヌ．｛よ A

’
itvobenzene

を 千分の 二 十 を加へ るか 、 或 は ver ［さul ［  OEllllgue を 千分 の 二 加 へ
、 い つれ

もよ く混和 し均
一

に なす事を要すo い か な る砒素劑 を．も販費用榮菓園及び家

畜 阿糧に對 して 使用 す る事を得 すo 叉種子の 淌毒及 歩道等の 除草 に對 しτ も

使 用する 事 を得すo 葡萄栽 塙に於 て は砒素劑 の 使用 を許可す る も、 閉花後に

於 て は 其使 用を禁 止 す o 某 樹中林 檎 、 梨 、 李に對 して典使 用を許可す る も、

開花時に 於て 中止 し、
ビ ー トは 、 植付 後一ク月闇其使用を許可 す0

　19 ユb
’
年 S）・］）［IC ！J−leN は 、 法令 に よ り許 された る砒素劑は 、 不溶解性の もの

の み に して 、 然 か も斯 の 如 き不溶解性の もの は 、 成長期 よ り開花期に 至 る ま

で に使 用 すべ きも の な るを 以て 、 冬 期に於 け る撒布劑の 必 要を蓮 べ
、 葉芽の

生 す る まで の冬 期聞 に於 け る 、 砒素劑 の使用 を許可せ られ ん事を遘 言せ り。

　同年十 二 月卅 H 先に 發布 した る法 令の 一
部を改正 せ りo 皀卩葡萄園、園藝果

樹及販賚用作物 に 對 し砒素劑の使 用を禁止 したる條項 を多 少改正 し 、 次 の期
「

間 其使用を許可 せ り o 葡萄園に て は 葡補收穫後よ り開花期の終 りま で 、 林臨

梨 、 李 （其他 の果 樹 に對 して は 全部其便用禁 止す）に就て は果樹收穫後 よ り

開花期終 了後十 五 日 過 まで 、 オ リーブ に就て は五 月一Llよ り十月一口 まで
、

ピー トに於 て は 移植後
一

ク 月閘 o

　斯 くしτ佛國に於 ける醫師側 ε農業者嘶 ε の 間に 起れ る數年間 に亙 る議論

も
一
段落を告．ぐる に 至れ りo
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